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中
國
共
産
黛
一
、

關
す
ろ
資
料

及

川

直

忠

　
　
　
　
「
中
國
共
産
裳
年
表
（
王
恵
徳
編
）

　
　
一
九
一
九
年
、
『
五
四
蓮
動
』
が
中
國
人
民
を
聲
醒
さ
せ
た
。
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ソ
主
義
－
共
壼
主
義
4
の
思
想
は
中
國
に
廣
く
廣
ま
つ
て
い
つ
た
。
初

歩
の
共
産
主
義
思
想
を
持
つ
た
少
敷
の
智
識
分
子
は
長
辛
店
、
上
海
、
湖
南
な

ど
の
地
方
で
螢
働
者
群
衆
の
中
に
這
入
つ
て
宣
傳
及
び
組
織
の
工
作
を
開
始

し
謄
　
　
U
九
二
〇
年
五
月
、
、
上
海
に
中
國
で
最
初
の
共
産
主
義
の
小
組
が
出
現
し

た
。
久
し
か
ら
ず
し
て
湖
南
、
湖
北
、
北
京
等
の
地
方
に
も
同
じ
性
質
の
小
組

が
出
現
し
た
。
毛
澤
東
同
志
は
・
す
な
は
ち
湖
南
の
共
産
主
義
小
組
の
組
織
者

で
あ
り
、
指
導
者
で
あ
つ
た
。

　
　
一
九
二
一
年
七
月
一
日
、
中
國
共
産
窯
は
上
海
で
第
一
次
全
國
代
表
大
會

を
開
い
た
。
参
會
者
は
毛
澤
東
、
董
必
武
、
．
陳
謹
秋
等
の
十
二
代
表
並
に
代
表

裳
員
五
十
人
前
后
で
あ
つ
た
。
大
會
は
共
産
裳
の
規
約
を
通
過
し
、
裳
の
指
導

機
關
を
選
墨
し
、
中
國
共
産
窯
の
正
式
成
立
を
宣
言
公
布
し
た
。
窯
が
成
立
し

た
後
、
黛
は
先
づ
第
一
に
螢
働
者
階
級
に
働
き
か
け
だ
。
勢
働
者
階
級
は
『
中

國
勢
動
組
合
書
記
部
』
を
成
立
し
て
・
そ
の
頃
の
中
國
勢
働
蓮
動
工
作
を
指
導

　
　
　
　
中
國
共
産
窯
に
關
す
る
資
料

す
る
機
關
と
し
た
。

　
　
一
九
二
二
年
中
國
共
産
蕪
は
香
港
の
海
員
大
罷
業
、
開
藻
炭
鑛
の
大
罷
業

及
び
上
海
、
武
漢
、
湖
南
等
の
地
方
に
於
け
る
罷
業
闘
箏
を
指
導
し
た
。
五
月
、

中
國
共
産
裳
は
第
二
次
全
國
代
表
大
會
を
開
い
た
。
参
加
し
た
代
表
裳
員
は
一

百
人
前
后
。
大
會
は
黛
の
中
國
革
命
に
甥
す
る
基
本
綱
領
を
通
過
し
た
。
大
會

は
ま
た
始
め
て
中
國
入
民
の
面
前
に
『
帝
國
主
義
打
倒
』
、
『
軍
閥
打
倒
』
と
い

ふ
革
命
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
出
し
た
。

　
　
一
九
二
三
年
二
月
七
日
、
中
國
共
産
裳
は
京
漢
鐵
道
の
從
業
員
を
指
導
し

て
軍
閥
の
屋
迫
に
反
封
す
る
大
流
血
闘
事
を
推
進
し
た
。
こ
の
『
こ
七
』
事
件
は
、

中
國
勢
働
者
階
級
の
中
國
共
蓬
黛
指
導
下
に
於
け
る
政
治
畳
悟
性
と
革
命
積
極

性
が
迅
速
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
革
命

統
一
戦
線
の
逼
迫
せ
る
必
要
を
も
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
月
、
中
國
共
産

窯
は
第
三
次
全
國
代
表
大
會
を
開
き
、
代
表
黛
員
三
百
人
前
後
が
参
集
し
た
。

大
會
は
革
命
統
一
戦
線
を
建
立
す
る
具
艦
的
方
針
を
決
定
し
、
孫
中
山
を
援
助

し
て
國
民
黛
を
改
組
し
、
國
民
裳
を
中
國
の
各
革
命
階
級
の
統
一
戦
線
組
織
た

ら
し
む
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
　
一
九
二
四
年
一
月
、
孫
中
山
は
中
國
共
産
窯
の
援
助
下
に
國
民
窯
全
國
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
四
三
）



　
　
　
　
中
國
共
産
懲
に
關
す
る
贅
料

表
大
會
を
開
催
し
た
。
大
會
は
國
民
窯
が
ソ
聯
と
聯
合
し
、
中
國
共
産
裳
と
聯

合
し
、
勢
働
者
農
民
蓮
動
を
支
持
す
る
革
命
政
策
を
探
撰
，
す
べ
き
こ
と
を
決
定

し
た
。
大
會
は
ま
た
中
國
共
産
黛
の
提
出
せ
る
革
命
綱
領
を
接
受
し
て
國
民
裳

の
改
組
を
實
行
し
た
。
大
會
以
後
、
中
國
共
産
黛
は
孫
中
山
を
援
助
し
て
黄
浦

軍
官
學
校
を
開
設
し
、
革
命
的
軍
隊
を
建
立
し
、
反
革
命
的
叛
飢
を
鎭
墜
し
、

廣
東
の
革
命
政
灌
を
輩
固
に
し
た
り
し
た
。

　
　
一
九
二
五
年
一
月
、
中
國
共
産
窯
は
第
四
次
全
國
代
表
大
會
を
開
き
、
代

表
窯
員
約
一
千
人
が
蓼
集
し
た
。
大
會
は
窯
の
行
5
各
種
の
群
衆
工
作
に
關
す

る
決
議
を
通
過
し
た
。
大
會
以
後
、
中
國
共
窟
黛
は
『
五
冊
事
件
』
の
前
后
に

上
海
等
の
勢
働
者
の
大
罷
業
と
全
國
人
民
群
衆
の
大
規
模
な
帝
國
主
義
反
封
蓮

動
を
指
導
し
・
且
つ
六
月
十
九
肩
に
爆
酸
し
た
廣
東
省
港
の
大
罷
業
を
も
指
導

し
た
。
そ
の
結
果
二
十
五
萬
の
維
織
あ
る
罷
業
勢
働
者
は
當
時
廣
東
政
府
の
支

柱
と
な
つ
た
。

　
　
一
九
二
六
年
中
國
共
産
黛
の
指
導
下
に
、
廣
東
、
湖
南
及
び
其
他
の
、
地
蔑
に

大
規
模
な
農
民
蓮
動
が
獲
展
し
た
。
こ
の
時
・
毛
澤
東
同
志
は
廣
州
で
憲
辰
民

蓮
動
講
習
所
』
の
訓
練
工
作
に
た
づ
さ
は
つ
て
ゐ
た
。
全
國
の
革
命
蓮
動
が
高

漂
し
た
と
き
・
七
月
九
日
・
革
命
軍
は
廣
東
を
出
護
し
て
北
伐
を
開
始
し
た
。

勢
働
者
農
民
の
積
極
支
持
と
革
命
軍
中
の
共
産
黛
青
年
團
員
の
先
鋒
骨
幹
と
に

よ
つ
て
北
伐
の
進
展
は
極
め
て
速
か
で
、
八
月
末
に
は
汀
洒
橋
、
賀
勝
橋
に
於

て
決
定
的
勝
利
を
獲
得
し
、
十
月
十
日
完
全
に
武
漢
を
占
領
し
た
。

　
　
一
九
二
七
年
の
初
、
中
國
共
産
窯
は
上
海
勢
働
者
の
第
三
同
目
の
『
起
義
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

（
暴
動
）
を
組
織
し
て
上
海
を
占
領
さ
せ
、
且
つ
漢
口
、
九
江
の
入
民
を
指
導
し

て
英
租
界
を
圏
牧
さ
せ
た
。
こ
の
時
、
湖
南
な
ど
の
地
方
で
は
農
民
蓮
動
が
大

に
震
展
し
、
毛
澤
東
同
志
は
『
湖
南
農
民
蓮
動
考
察
報
告
』
を
護
表
し
て
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
（
四
四
）

民
の
革
命
蓮
動
に
深
く
這
入
り
込
む
こ
と
は
、
中
國
革
命
の
縫
績
竣
展
に
封
し

て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
指
摘
し
た
。
四
月
十
二
日
・
當
時
の
國
戻

革
命
軍
総
司
令
で
反
革
命
の
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
蒋
介
石
ら
が
背
叛
し
、
上
海

で
勢
働
者
群
衆
に
封
す
る
大
屠
殺
を
行
ひ
、
廣
州
・
長
沙
等
の
地
方
で
も
反
革

命
の
勢
働
者
農
民
群
衆
の
屠
殺
事
件
が
相
縫
い
で
起
つ
た
。
四
月
二
十
四
日
・

中
國
共
産
窯
は
武
漢
で
第
五
次
全
國
代
表
大
會
を
開
い
た
。
代
表
黛
員
五
萬
八

千
人
が
滲
集
し
た
。
大
會
は
窯
の
絡
書
記
陳
濁
秀
の
投
降
主
義
の
錯
誤
を
責
め

た
。
尤
も
徹
底
的
に
糾
正
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
七
月
十
五
日
、
武
漢

の
反
革
命
投
機
分
子
涯
精
衛
ら
も
ま
た
革
命
群
衆
の
大
量
屠
殺
を
始
め
た
。
こ

の
や
弓
に
し
て
中
國
共
漆
窯
の
指
導
し
た
第
一
次
國
内
革
命
戦
雫
は
・
途
に
失

敗
す
る
に
到
つ
た
。

　
　
同
年
、
中
國
共
産
窯
は
八
月
一
－
日
の
南
昌
起
義
、
各
地
の
秋
牧
起
義
（
秋

期
牧
穫
時
の
暴
動
）
及
び
廣
州
起
嚢
を
指
導
し
て
革
命
の
大
旗
を
高
ら
か
に
か

製
げ
、
纏
績
し
て
闘
雫
を
推
進
し
た
。
こ
れ
が
中
國
新
民
主
々
．
義
革
命
の
第
二

の
時
期
ー
－
第
二
次
國
内
革
命
職
雫
時
期
1
の
開
始
で
ち
る
。
八
月
七
日
、

中
國
共
壼
窯
が
開
い
た
緊
急
會
議
は
陳
濁
秀
の
投
降
主
義
を
断
固
と
し
て
糾

正
し
、
叉
土
地
革
命
を
推
進
す
る
こ
と
、
並
に
國
民
黛
反
動
政
灌
を
武
装
に
よ

つ
て
顛
覆
す
る
等
の
方
針
を
確
立
し
た
。
九
月
、
、
毛
澤
東
同
志
は
湖
南
、
江
西

邊
界
に
於
げ
る
秋
牧
起
義
の
勢
働
者
農
民
を
武
装
し
て
「
工
農
革
命
軍
」
第
一

軍
第
一
師
を
編
成
し
・
彼
ら
を
引
牽
し
て
井
岡
山
に
到
り
・
こ
X
に
革
命
の
根

擦
地
を
建
立
し
た
。

　
　
一
九
二
八
年
四
月
、
朱
徳
同
志
は
一
部
の
武
装
を
帯
領
し
て
井
岡
山
に

到
り
、
毛
澤
東
同
志
と
會
合
し
て
「
中
國
工
農
紅
軍
」
第
四
軍
を
編
成
し
、
江

西
湖
南
の
邊
界
で
群
衆
を
動
か
し
て
遊
撃
載
箏
を
展
開
し
・
土
地
革
命
を
推
進



し
た
。
七
月
、
中
國
共
産
裳
は
第
六
次
全
國
代
表
大
會
を
開
き
、
代
表
裳
員
四

萬
人
蝕
が
参
集
し
た
。
大
會
は
民
主
革
命
推
進
の
綱
領
を
護
布
し
、
紅
軍
及
び

工
農
政
灌
の
成
立
等
に
關
す
る
決
議
を
通
過
し
た
。

　
　
一
九
二
九
年
毛
澤
東
同
志
は
紅
軍
を
率
ゐ
て
江
西
、
編
建
一
帯
に
進
入
し

て
ゲ
リ
ラ
戦
を
行
ひ
・
群
衆
を
動
か
し
て
瑞
金
を
中
心
と
す
る
革
命
根
擦
地
を

建
立
し
た
。

　
　
一
九
三
〇
年
中
國
共
産
窯
は
革
命
群
衆
を
指
導
し
て
湖
南
、
江
西
、
福
建
、

贋
西
、
廣
東
等
の
省
内
に
幾
多
の
革
命
根
擦
地
を
建
立
し
た
。
毛
澤
東
同
志
は

自
ら
江
西
南
部
福
建
西
部
に
在
る
革
命
根
嫁
地
ー
す
な
は
ち
中
央
根
抵
地
の

創
立
を
指
導
し
た
。
こ
れ
ら
の
根
擦
地
に
於
て
中
閣
共
産
黛
は
農
民
群
衆
を
指

導
し
て
大
規
膜
な
土
地
改
革
を
推
進
し
た
。
十
二
月
、
工
農
紅
軍
は
毛
澤
東
同

志
の
指
導
下
で
・
蒋
介
石
の
反
革
命
軍
が
行
つ
た
中
央
根
族
地
に
封
す
る
第
一

次
包
園
攻
撃
を
糧
砕
し
た
。

　
　
一
九
三
一
年
工
農
紅
軍
は
蒋
介
石
匪
軍
の
中
央
根
擦
地
に
翼
す
る
第
二
次

及
び
第
三
次
包
園
攻
撃
を
綾
い
て
粉
砕
し
た
。
十
一
月
七
日
、
江
西
省
の
瑞
金
忽

勢
働
者
農
民
々
主
中
央
政
府
が
成
立
し
、
毛
澤
東
同
志
は
主
席
に
選
ば
れ
た
。

　
　
岡
年
『
九
・
一
八
』
事
件
勃
護
し
、
日
本
帝
國
主
義
は
わ
れ
わ
れ
の
東
北

を
侵
略
し
た
。
蒋
介
石
政
府
は
『
不
抵
抗
』
と
い
ふ
費
國
政
策
を
と
つ
た
。
中

履
共
産
窯
は
各
地
人
民
の
立
ち
上
が
り
を
指
導
推
進
し
て
日
本
帝
國
主
義
と
の

闘．

孚
を
押
し
進
め
た
。

　
　
一
九
三
二
年
『
一
・
二
八
』
、
藏
本
侵
入
軍
が
上
海
に
進
攻
し
た
。
中
國
共

産
黛
は
上
海
及
び
全
國
人
民
を
鼓
舞
し
て
、
自
ら
進
ん
で
抵
抗
に
當
つ
て
ゐ
た

十
九
路
軍
を
積
極
的
に
支
持
さ
せ
た
。
六
月
、
蒋
介
石
の
反
革
命
は
革
命
根
嫁

地
に
封
す
る
第
四
次
包
園
攻
撃
を
行
つ
た
。

　
　
　
　
中
國
共
産
窯
に
關
す
る
賓
料

　
　
一
九
三
三
年
一
月
十
七
日
、
中
國
共
産
裳
は
宣
言
を
護
表
し
て
全
國
軍
除

の
共
同
封
日
作
戦
を
主
張
し
た
。
之
に
封
す
る
蒋
介
石
反
革
命
の
同
答
は
、
こ

月
中
に
中
央
根
檬
地
に
封
す
る
包
園
攻
撃
を
一
雇
激
烈
化
す
る
の
で
あ
つ
た
。

三
月
、
第
四
次
包
園
攻
撃
は
粉
砕
さ
れ
た
。
十
月
、
蒋
介
石
反
革
命
は
中
央
根

篠
地
に
封
す
る
第
五
次
包
園
攻
撃
を
始
め
た
。

　
　
一
九
三
四
年
、
黛
の
指
導
機
闘
が
毛
澤
東
同
志
の
戦
略
原
則
を
探
揮
す
る

の
を
拒
絶
し
た
』
め
、
反
革
命
の
第
五
次
包
園
攻
撃
を
粉
砕
す
る
こ
と
が
出
來

な
か
つ
た
。
十
月
十
六
日
、
工
農
紅
軍
の
主
力
は
中
央
根
擦
地
を
離
囎
し
、
有

名
な
『
二
萬
五
千
里
長
征
」
を
始
め
た
。

　
　
一
九
三
五
年
一
月
、
長
征
の
隊
伍
は
貴
州
の
蓮
義
に
到
達
し
た
。
中
國
共
産

黛
は
こ
X
で
中
央
政
治
局
會
議
を
開
き
、
裳
内
一
部
同
志
の
左
傾
錯
誤
を
糾
正

し
、
毛
澤
東
同
志
を
首
と
す
る
と
こ
ろ
の
中
央
の
正
確
な
指
導
を
樹
立
し
た
。

六
月
、
長
征
の
隊
伍
は
四
川
の
慾
功
に
達
し
た
が
・
こ
の
時
・
毛
澤
東
同
志
指

導
の
窯
は
張
國
蕪
の
黛
を
分
裂
し
紅
軍
を
分
裂
す
る
罪
悪
活
動
を
克
服
し
た
。

十
月
・
紅
軍
主
力
は
険
北
に
到
達
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
・
日
本
侵
略
軍
の
深

入
と
蒋
介
石
國
民
裳
の
費
國
と
に
よ
つ
て
民
族
の
危
機
が
一
暦
嚴
び
し
く
加
は

つ
て
ゐ
た
。
中
國
共
産
窯
は
八
月
一
日
に
『
抗
日
救
國
の
た
め
に
全
國
同
胞
に

告
ぐ
る
書
』
を
獲
表
し
・
十
一
月
廿
八
日
に
は
抗
日
十
大
綱
領
を
獲
布
し
て
抗

日
民
族
統
一
戦
線
の
建
立
、
内
線
の
停
止
、
一
致
抗
日
を
呼
號
し
た
。
十
二
月

九
日
、
中
國
共
琵
窯
の
提
唱
、
組
織
及
び
指
導
下
に
北
京
の
學
生
が
抗
日
救
國

の
示
威
蓮
動
を
學
行
し
た
。
『
一
ニ
ゼ
九
』
蓮
動
は
全
國
入
民
の
救
亡
高
潮
を
捲

き
を
こ
し
た
。

　
　
一
九
三
六
年
十
二
月
、
張
學
良
、
揚
虎
城
が
『
西
安
事
件
』
を
起
し
、
蒋

介
石
を
抑
留
し
て
内
職
の
停
止
、
抗
日
の
實
行
を
要
求
し
た
。
中
國
共
産
黛
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
（
四
五
）



　
　
　
　
中
國
共
産
黛
に
闘
す
る
資
料

西
安
事
件
の
和
李
解
決
を
助
成
し
て
抗
日
統
一
戦
線
の
．
結
成
の
た
め
に
薬
礎
を

邉
り
、
抗
日
駿
箏
の
實
現
を
推
進
し
た
。

　
　
一
九
三
七
年
七
月
七
日
『
薦
溝
橋
事
件
一
で
抗
日
戦
箏
が
爆
襲
し
た
。
中

國
工
農
紅
軍
は
八
路
軍
・
新
四
軍
と
改
構
し
て
抗
日
戦
雫
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。
八
月
廿
五
日
・
中
國
共
文
蕉
蕪
は
群
衆
を
動
か
し
て
入
民
載
雫
を
推
進

す
る
た
め
の
『
抗
日
救
國
十
大
綱
領
勘
を
獲
布
し
た
。

　
　
一
九
三
八
年
、
國
民
窯
軍
は
日
本
侵
略
軍
の
前
に
敗
走
し
た
。
八
路
軍
、
新

四
軍
は
濁
立
自
主
で
人
民
戦
孚
を
進
め
る
と
い
ふ
中
國
共
産
窯
の
方
針
を
實
行

し
、
敵
の
後
方
に
挺
進
し
て
大
謄
に
群
衆
を
動
か
し
て
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
・

華
北
華
東
の
敵
後
方
に
幾
多
の
抗
田
根
篠
地
を
造
つ
た
。
五
月
、

毛
澤
東
同
志

は
『
持
久
戦
を
論
ず
』
の
一
文
を
護
表
し
て
抗
日
戦
雫
必
勝
の
途
と
、
軍
事
験

賂
の
原
則
と
を
指
示
し
た
。
十
月
、
中
國
共
産
裳
は
捷
大
し
た
六
期
六
中
全
會

を
開
き
、
初
期
抗
日
職
雫
の
纏
験
を
決
算
し
て
今
一
度
、
統
一
載
線
に
於
け
る

蕪
の
濁
立
自
主
の
原
則
を
指
摘
し
た
。
十
月
十
五
日
、
日
本
侵
略
軍
は
武
漢
を

陥
入
れ
、
國
民
蕪
軍
は
西
南
の
山
岳
地
匿
に
敗
退
琶
た
。

　
　
一
九
三
九
年
日
本
侵
略
軍
の
主
力
は
各
抗
日
根
擦
地
に
進
攻
し
、
敵
の
後

方
戦
場
は
抗
日
載
雪
の
主
要
戦
場
と
な
つ
た
。
そ
し
て
抗
日
戦
雫
は
相
封
持
す

る
段
階
に
這
入
つ
た
。
國
民
窯
は
片
面
抗
載
か
ら
韓
じ
て
潜
極
観
戦
と
な
り
、

投
降
を
醜
醸
す
る
の
で
あ
つ
た
。
七
月
、
中
國
共
産
窯
は
全
國
人
民
に
抗
戦
團

結
を
堅
持
し
て
進
み
・
投
降
、
分
裂
、
退
却
に
反
封
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

年
末
、
抗
日
根
擦
地
の
軍
民
は
毛
澤
東
同
志
の
『
既
に
團
結
せ
ば
叉
闘
箏
し
・

闘
箏
を
以
て
團
結
を
求
む
』
と
い
ふ
方
針
に
從
つ
て
國
民
黛
の
第
一
亥
反
共
の

ケ
カ
シ
オ

高
潮
を
打
ち
退
け
た
。

　
　
一
九
四
〇
年
一
月
、
毛
澤
東
同
志
は
『
新
民
主
々
義
論
』
を
護
表
し
て
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
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六
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國
革
命
の
基
本
理
論
を
明
か
に
し
・
中
國
人
民
の
闘
雫
に
明
確
な
指
針
を
與
へ

た
。
こ
の
一
年
、
敵
後
方
戦
場
の
載
闘
は
塞
前
の
激
し
さ
を
見
せ
た
が
、
中
國

共
産
黛
は
抗
日
根
挨
地
軍
民
の
積
極
的
闘
雫
を
指
導
し
て
大
勝
利
を
牧
め
る
こ

と
が
出
來
た
。

　
　
一
九
四
一
年
一
月
、
蒋
介
石
の
國
民
窯
は
新
四
軍
の
軍
部
一
萬
人
近
く
を

繊
滅
し
た
と
い
ふ
『
院
南
事
件
』
を
惹
起
し
た
。
抗
日
根
擦
地
の
軍
民
は
毛
澤
東

同
志
の
漸
固
た
る
自
衛
万
針
を
守
つ
て
這
の
第
一
同
反
共
の
高
潮
を
打
ち
退
け

た
。
這
の
一
年
は
抗
日
根
擦
地
が
極
端
な
顛
難
困
苦
の
時
期
に
入
つ
た
時
で
、

日
本
侵
略
軍
は
㎎
掃
蕩
』
鞍
箏
を
連
績
的
に
押
進
め
、
嶢
打
ち
、
殺
籔
、
掠
奪

等
の
手
段
に
出
で
た
。
抗
日
根
擦
地
の
人
力
も
物
力
も
重
大
な
損
失
を
蒙
り
（

根
擦
地
は
縮
少
し
、
軍
除
は
減
少
し
た
。

　
　
一
九
四
二
年
こ
の
最
困
難
の
歳
月
に
、
中
國
共
蓬
窯
は
人
民
と
緊
密
に
結

ん
で
一
團
と
な
ら
、
群
衆
を
以
て
す
る
封
敵
闘
雫
の
強
化
、
．
生
産
の
獲
展
、
租

税
及
利
息
の
低
減
、
精
兵
及
び
行
政
の
簡
易
、
擁
軍
愛
民
、
指
導
の
統
て
政

擢
の
建
設
、
時
事
教
育
等
の
政
策
を
探
用
し
、
域
て
封
日
闘
孚
を
堅
持
し
且
つ

護
展
し
た
。
同
時
に
窯
自
身
も
大
規
模
な
整
風
蓮
動
を
起
し
て
黛
員
の
政
治
、

理
論
、
平
等
及
び
紀
律
性
を
高
唱
し
、
裳
が
一
暦
有
力
に
人
民
群
衆
を
指
導
し

組
織
し
て
闘
孚
を
推
進
す
る
の
を
可
能
な
ら
し
め
た
。

　
　
一
九
四
三
年
毛
澤
東
同
志
の
英
明
な
る
指
導
と
中
國
共
産
黛
の
各
種
政
策

の
正
確
な
る
實
行
と
に
よ
つ
て
・
抗
日
根
擦
地
は
最
困
難
の
日
子
を
切
り
ぬ

け
、
裳
控
制
の
地
域
を
恢
復
し
、
籏
大
し
始
め
た
。
そ
し
て
國
民
蕪
の
第
三
次

反
共
の
高
潮
が
實
現
す
る
の
を
阻
止
し
た
。

　
　
一
九
四
四
年
日
本
侵
略
軍
は
ま
た
も
や
國
民
蕪
に
封
す
る
新
進
撃
を
始

め
・
年
末
に
は
深
く
も
貴
州
に
入
つ
て
來
た
。
國
民
黛
軍
の
潰
走
は
國
民
黛
地



匿
入
昆
の
愛
國
民
主
蓮
動
を
高
鳴
り
さ
せ
た
。
全
國
人
民
の
堅
力
で
國
民
黛

は
共
産
窯
と
談
判
す
る
こ
と
を
鯨
儀
な
く
さ
れ
た
。
米
國
帝
國
主
義
は
國
民
窯

と
結
托
し
て
談
到
を
通
じ
て
抗
日
根
擦
地
を
弱
化
さ
せ
よ
う
と
企
て
た
。
中
國

共
産
黛
は
断
固
と
し
て
這
の
陰
謀
を
粉
砕
し
て
米
帝
國
主
義
の
眞
面
目
を
暴
露

し
、
中
國
人
民
闘
争
の
果
實
を
防
護
し
た
。

　
　
一
九
四
五
年
四
月
、
中
國
共
淺
窯
は
延
安
で
第
七
次
全
國
代
表
大
會
を
開

き
・
代
表
百
二
十
萬
の
黛
員
が
参
集
し
た
。
大
會
は
窯
が
成
立
以
來
推
進
し
來

つ
た
反
帝
反
封
建
の
革
命
闘
雫
の
纏
験
を
決
算
し
て
中
國
新
民
々
主
義
革
命
の

一
般
綱
領
及
び
具
艦
綱
領
を
規
定
し
、
新
裳
章
を
通
過
し
た
。
大
會
は
毛
澤
東

思
想
が
す
な
は
ち
窯
の
指
導
思
想
で
あ
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
大
會
は
ま
た
毛

澤
東
同
志
を
首
と
す
る
新
中
央
委
員
會
を
選
出
し
た
。
大
會
以
後
・
各
抗
日
根

擦
地
は
更
に
大
な
る
護
展
を
と
げ
た
。
八
月
十
四
日
、
ソ
聯
は
日
本
に
宣
戦
し

て
日
本
侵
略
軍
の
主
力
、
關
東
軍
を
蹴
滅
し
た
。
日
本
侵
略
軍
は
無
條
件
に
投

降
し
た
。
抗
日
戦
雫
の
勝
利
以
後
、
米
帝
國
主
義
は
蒋
介
石
の
國
民
窯
を
支
持

し
て
内
載
を
起
し
、
中
國
人
民
の
抗
日
勝
利
の
果
實
を
奪
取
し
よ
う
と
陰
謀
し

た
。
中
國
共
蓬
窯
は
八
月
二
十
五
日
・
和
雫
民
主
の
團
結
を
堅
持
し
・
鄙
刻
、

和
雫
を
實
現
し
て
内
戦
を
避
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
宣
言
し
た
。
八
月
二
十

八
日
、
毛
澤
東
同
志
は
自
ら
重
慶
に
赴
き
、
國
民
窯
と
談
到
し
て
『
讐
十
協
定
』

を
訂
立
し
た
。

　
　
一
九
四
六
年
全
國
人
民
の
腿
力
と
、
國
民
窯
の
内
戦
布
陣
が
未
だ
完
成
し

な
か
つ
た
、
と
に
よ
つ
て
蒋
介
石
は
一
月
十
日
共
産
窯
と
停
戦
協
定
を
成
立
さ

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
停
戦
令
を
護
令
し
た
。
同
日
、
政
治
協
商
會
議
が
幕

を
開
け
た
。
會
議
は
當
時
と
し
て
は
和
李
民
主
團
結
に
有
利
で
あ
つ
た
若
干
の

決
議
を
通
過
し
た
。
こ
の
會
議
の
後
、
國
民
裳
は
陸
績
と
し
て
軍
豫
を
解
放
地

　
　
　
　
中
國
共
産
黛
に
關
す
る
贅
料

匠
の
周
園
に
邊
つ
て
｝
歩
一
歩
停
戦
協
定
を
破
つ
て
來
た
。
國
民
窯
軍
は
上
牛

期
中
に
東
北
解
放
匠
に
大
學
進
攻
し
た
、
が
凶
七
月
域
後
は
全
國
の
解
放
匠
に
も

進
攻
し
、
そ
の
た
め
内
載
が
全
面
的
に
爆
襲
し
た
。
中
國
共
産
裳
は
全
國
入
民

を
指
導
し
て
國
内
革
命
載
雫
を
起
し
、
國
民
窯
の
反
革
命
載
雫
に
反
封
さ
せ

た
。
今
弐
の
革
命
載
雫
は
中
國
の
第
三
次
國
内
革
命
載
雫
で
あ
り
、
人
民
解
放

載
雫
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
　
一
九
四
七
年
の
初
、
風
民
窯
の
解
放
匠
へ
の
進
攻
は
頂
鮎
に
蓬
し
た
。
，
人

民
解
放
軍
は
毛
澤
東
同
志
の
、
敵
入
の
増
加
す
る
力
量
を
繊
滅
す
る
を
以
て
主

と
な
し
、
地
方
の
保
守
を
以
て
主
と
せ
ず
、
と
い
ふ
方
針
を
實
行
し
て
敵
人
を

大
量
に
繊
滅
し
た
。
七
月
か
む
九
月
の
間
に
、
人
民
解
放
軍
は
早
く
も
進
攻
に

韓
じ
、
主
要
鞍
場
を
國
民
窯
反
動
の
統
治
匠
に
移
し
た
。
十
月
十
日
、
中
國
共

塵
黛
は
『
土
地
法
大
綱
』
を
公
布
し
・
解
放
匠
に
大
規
模
な
土
地
改
革
蓮
動
を

展
開
し
た
。

　
　
一
九
四
八
年
五
月
・
中
國
共
産
蕪
は
新
政
治
協
商
會
議
を
開
い
て
民
主
聯

合
政
府
の
成
立
を
討
論
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
各
方
面
は
熱
烈
に
響
懸
し

た
。
九
月
以
後
、
人
民
解
放
軍
は
前
後
し
て
遼
藩
、
潅
海
、
耶
津
の
三
大
役
を

起
し
、
國
民
黛
軍
の
主
力
を
繊
滅
し
て
東
北
の
全
部
と
長
江
以
北
及
び
秦
領
北

東
地
匠
の
大
部
分
を
解
放
し
た
。

　
　
一
九
四
九
年
三
月
、
中
國
共
産
窯
は
第
七
期
二
中
全
會
を
開
い
た
。
會
議

は
蕪
の
工
作
重
心
を
郷
村
か
ら
都
市
に
移
す
こ
と
を
確
定
し
た
。
會
議
は
ま
た

裳
の
指
導
下
に
全
國
入
民
が
人
民
々
主
の
新
中
國
を
建
立
す
る
事
業
の
完
整
路

綜
を
製
定
し
た
。
四
月
・
中
國
共
産
蕪
が
國
民
政
府
の
『
和
午
談
判
』
の
陰
謀
を

粉
葎
し
た
後
、
人
民
解
放
軍
は
長
江
を
渡
つ
て
江
南
へ
と
進
軍
し
た
。
二
十
三

貝
南
京
を
解
放
、
國
民
窯
の
反
動
統
治
は
滅
亡
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
は
、
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
四
七
）



　
　
　
　
中
國
共
産
黛
に
關
す
る
資
料

南
、
西
南
、
西
北
の
地
優
が
相
縫
い
で
解
放
さ
れ
、
中
國
人
民
革
命
鞍
雪
は
全
國

に
亙
つ
て
基
本
的
勝
利
を
牧

め
た
。
七
月
一
β
、
毛
澤
東
同
志
は
『
人
民
々
主

專
制
を
論
ず
』
を
護
表
し
て
新
中
國
を
建
設
す
る
國
家
的
基
本
原
則
を
規
定
し

た
。
九
月
二
十
一
日
、
人
民
政
治
協
商
會
議
が
北
京
で
開
か
れ
た
。
會
議
は
共

同
綱
領
を
制
定
し
、
且
つ
毛
澤
東
同
志
を
主
席
と
す
る
中
華
入
民
共
和
國
中
央

人
民
政
府
を
選
學
し
た
。
十
月
一
日
、
中
華
人
民
共
和
國
中
央
人
民
政
府
が
成

立
を
宣
言
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
中
國
歴
史
の
新
時
代
－
人
民
々
主
の
新
時

代
が
始
つ
た
の
で
あ
る
。
十
月
二
日
、
ソ
聯
が
先
づ
第
一
に
我
國
と
外
交
關
係

を
建
立
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
民
々
主
國
家
と
一
資
本
主

義
國
家
も
ま
た
我
國
と
外
交
關
係
を
建
立
し
た
。

　
　
一
九
五
〇
年
、
中
央
入
民
政
府
の
成
立
後
、
國
家
財
政
を
整
頓
し
纏
濟
を

恢
復
す
る
工
作
は
偉
大
な
成
果
を
見
せ
、
三
月
こ
の
か
た
は
、
十
二
年
の
久
し

き
に
亙
つ
て
永
績
し
た
通
貨
の
膨
脹
が
制
止
さ
れ
た
。
六
月
、
中
國
共
産
窯
は

第
七
期
三
中
全
會
を
開
き
、
毛
澤
東
同
志
は
國
家
の
財
政
纏
濟
情
況
の
墓
本
的

好
韓
を
闘
ひ
取
る
た
め
の
闘
雫
を
全
國
人
民
に
呼
び
か
け
た
。
六
月
三
十
日
、

中
央
人
民
政
府
は
『
中
華
入
民
共
和
國
土
地
改
革
法
』
を
頒
布
し
た
。
以
後
、
新

解
放
地
匿
に
大
規
模
な
土
地
改
革
蓮
動
が
展
開
さ
れ
た
。
六
月
、
米
帝
國
、
主
義

は
朝
鮮
に
封
し
て
侵
略
載
雫
を
起
し
且
2
量
灘
に
出
兵
し
て
占
領
し
た
。
米
帝

國
主
義
の
侵
略
は
嚴
そ
か
に
我
國
人
民
の
安
全
を
脅
威
し
た
。
秋
か
ら
冬
に
・

中
國
人
民
は
中
國
共
産
黛
及
び
各
民
主
窯
涯
の
呼
號
下
に
轟
々
烈
々
た
る
抗
米

援
朝
、
保
家
衛
國
の
蓮
動
を
起
し
、
中
國
人
民
志
願
軍
は
朝
鮮
で
引
績
き
偉
大

な
勝
利
を
牧
め
、
朝
鮮
の
形
勢
を
『
危
し
』
か
ら
『
安
－
ζ
に
韓
じ
た
。

　
　
一
九
五
一
年
、
中
國
入
民
は
偉
大
な
愛
國
主
義
蓮
動
を
熱
烈
に
績
け
、
各
種

の
行
動
を
も
つ
て
自
ら
の
國
家
を
輩
固
に
し
、
支
持
し
、
米
帝
國
主
義
と
の
闘
雫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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四
八
）

を
進
め
た
。
二
月
、
中
央
入
民
政
府
は
『
反
革
命
懲
治
條
例
』
を
護
布
し
た
。

反
革
命
は
鎭
屋
さ
れ
、
全
國
各
地
に
は
眞
の
群
衆
性
的
蓮
動
が
形
成
さ
れ
た
。

現
在
、
中
國
人
民
は
中
國
共
産
窯
の
指
導
下
に
、
抗
米
援
朝
・
國
防
の
彊
化
・

人
民
々
主
專
政
の
彊
化
、
経
濟
建
設
の
準
備
、
の
た
め
に
闘
雫
し
て
ゐ
る
。

騰
蹴
、
中
國
共
産
裳
の
統
計
資
料

　
　
oD
叢
員
籔

裳
の
成
立
時
（
一
九
二
蝋
年
）

大
革
命
時
期
（
一
九
二
四
！
二
七
年
）

大
革
命
失
敗
の
時
．
（
一
九
二
七
年
）

土
地
革
命
獲
展
時
期
（
一
九
三
四
年
）

抗
日
職
事
開
始
時
（
一
九
三
七
年
）

抗
日
駿
雫
勝
利
時
（
一
九
四
五
年
）

解
放
職
．
雫
の
基
本
勝
利
時
（
一
九
四
九
年
）

一
九
五
〇
年
末

　
　
働
　
其
他
の
統
計

婦
女
黛
員

二
十
五
才
以
下
の
青
年
黛
員

　
　
　
五
十
入

　
五
萬
九
千
人

　
　
　
一
寓
人

　
　
三
十
萬
人

　
　
　
四
萬
人

百
二
十
一
萬
人

四
百
五
十
萬
入

五
百
八
十
萬
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
六
十
萬
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
二
十
萬
人

一
九
四
九
－
五
〇
年
に
裳
に
蓼
加
し
た
る
新
裳
員
　
二
百
七
十
萬
人

黛
の
基
礎
組
織
－
支
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
五
萬
部

（
課
者
註
　
右
の
数
字
は
恐
ら
く
一
九
五
〇
年
末
現
在
の
も
の
で
あ
ら
う
）

　
以
上
ニ
ツ
の
資
料
は
『
新
華
月
報
』
が
『
時
事
手
珊
』
の
第
＋
七
期
か
ら
轄

載
し
た
も
の
で
、
筆
者
は
新
華
月
報
七
月
號
か
ら
之
を
引
用
し
た
。


